ごみの2030年問題 : 危ぶまれる循環型社会の実現と解決課題 by 武山 尚道
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定された 2020年の目標値 17%に大きく近づいている。また、最終処分量は目標値の 1,700
万トンはすでに超過達成している。このように、物質循環の推計値からは、現在の状況は循
環型社会の実現に向けて進展していると評価することができよう。




























2000年度 752 48 
2001年度 725 44 
2002年度 742 43 
2003年度 757 45 
2004年度 795 47 
2005年度 759 56 
2006年度 766 57 
2007年度 768 57 
2008年度 752 57 
2009年度 658 45 
2010年度 727 55 
2011年度 721 60 
2012年度 741 60 
2013年度 757 59 







2000年度 1,110 500 
2001年度 1,158 481 
2002年度 1,069 490 
2003年度 963 504 
2004年度 860 543 
2005年度 817 498 
2006年度 764 494 
2007年度 709 510 
2008年度 660 489 
2009年度 536 443 
2010年度 543 480 
2011年度 511 486 
2012年度 529 504 
2013年度 515 553 
2014年度 526 533 





2000年度 595 241 
2001年度 583 239 
2002年度 576 237 
2003年度 577 240 
2004年度 600 238 
2005年度 579 238 
2006年度 582 241 
2007年度 590 238 
2008年度 578 225 
2009年度 559 223 
2010年度 567 219 
2011年度 558 220 
2012年度 554 209 
2013年度 584 218 






















































1 925 213 2138 
1 939 207 2146 
1 873 207 2,080 
1 769 218 1 987 
1,733 241 1,974 
1 649 228 1 874 
1,591 228 1,819 
1 559 243 1 802 
1 492 245 1 737 
1 307 229 1,536 
1 365 246 1 611 
1,333 238 1,571 
1 361 244 1 606 
1405 269 1674 





120 595 126,926 
112 583 127 316 
125 576 127.486 
128 577 127 694 
138 600 127,787 
159 579 127 768 
170 582 127,901 
178 590 128 033 
181 578 128 084 
167 559 128,032 
184 567 128,057 
175 558 127 799 
179 554 127,515 
182 584 127298 
176 575 127 083 
‘’ . -' 
施肥
自然還元 （自然内還数元）の 循環利用量
85 16 213 
84 不明 207 
83 不明 207 
79 不明 218 
85 不明 241 
82 16 228 
84 17 228 
82 18 243 
82 18 245 
89 17 229 
83 14 246 
82 14 238 
82 14 244 
81 13 269 
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y = 6.1029x + 52468 • 
R'= 0.9247 •• ,・ . 
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から 2014年には 61%に増え、「反対」が 22%から 15%に減っている。その理由となってい
るのは、「資源の消費を抑制できるため」、「マイバックを持参して買い物をしているため」
という回答である。
図表9(1) レジ袋無料配布禁止についての賛否単位％ 図表9(2) レジ袋無料配布禁止賛成の理由単位％
2005年闘査一
マイバッグを持参しているため lli0u1uliuoliul、~I
2014年関査-蘊i 資源の消費を揮制できるため ~、 、 、 、
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汚泥は産業廃棄物の中で最も量が多く、 2014年では 16,882万トンと、発生量の 43%を占め




































てみると、 2005年の 68箇所、 2006年の 44箇
所をヒ°ークに減少傾向にあり、 2010年は 9箇
所となった。 それ以降やや回復したものの、 資粒出所：「 日本の廃棄物処理」各年版 （環境省）
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•最終処分場新設数を毎年 17. 2箇所とする。 (2010年,....,2015年の年間平均新設数）
•新設処分場の 1 箇所当たり容量を 277 千rrf とする。 (2015年時点の施設全体容量を
その時点の施設数で割った値）
・廃棄物の比重0.82とする。 （政府資料が採用している数値）
この前提によると、最終処分場の残余年数は、 2020年時点で 15.7年、 2025年時点で 11.7 
年、 2030年時点では 7.6年に減少する。ただ、この試算は毎年 17箇所の処分場を新設する
ことを前提としている。しかし、それは 2015年の新設数が 30箇所とここ数年間で特に多い
ことによるものであり、しかも、この 30箇所には稼働前のものが 18箇所含まれている。も





























































































































































































































武蔵野大学環境研究所紀要 No.7 (2018) 
【前提条件】
• 1年間の新設数 10箇所 (2011年から 2014年実績値から） 。
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単位ポ 埋立面積単位吋 埋立容量 単位 rl
箇所数 規模 箇所数 規模 箇所数
3中央値吋 50000< 29中央値ボ 1000000< 18中央値吋
30 63,000 ~50000 25 32,000 ~1000000 37 368730 
24加重平均値而 ~30000 29加重平均値 ri ~300000 23加重平均値ボ
19 121,125 ~10000 8 31,089 ;:,;100000 ， 480,758 
24 ;;;5000 10 ;,;30000 12 
単位 m 埋立面積単位ポ 埋立容量 単位 rl
箇所数 規模 箇所数 規模 箇所数
9中央値吋 50000< 23中央値ボ 1000000< 15中央値吋
21 54,227 ~50000 20 22,225 ;£1000000 17 150,000 
25加重平均値 m :::.30000 23加重平均値 ni ;.300000 24加重平均値而
22 129,208 ~10000 20 26,300 ~100000 23 329,750 
24 :::.5000 14 ;::a30000 21 
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